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�

日
刊
（
日
曜
日
、
土
曜
日
、
休
日
休
刊
）

１

目

次

規

則

○
心
身
障
害
者
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…（
福
祉
局
生
活
福
祉
部
医
療
助
成
課
）…
一

告

示

○
東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
に
よ
る
見
解
書
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
環
境
局
総
務
部
環
境
政
策
課
）…
一

○
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
よ
る
道

路
の
指
定
…
…
…
…
…（
建
設
局
道
路
管
理
部
監
察
指
導
課
）…
三

○
東
京
都
葬
儀
所
の
使
用
券
の
様
式
変
更
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
建
設
局
公
園
緑
地
部
公
園
課
）…
三

公

告

○
東
京
都
知
事
表
彰
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
都
民
安
全
総
合
対
策
本
部
総
合
推
進
部
若
年
支
援
事
業
課
）…
四

規

則

心
身
障
害
者
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
六
十
一
号

心
身
障
害
者
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

心
身
障
害
者
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和

四
十
九
年
東
京
都
規
則
第
百
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
五
条
の
二
中
「
及
び
第
十
四
条
の
二
」
を
「
か
ら
第
十
四
条
の

三
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
五
万
七
千
六
百
円
」
を
「
六

万
一
千
五
百
円
」
に
、
「
四
万
四
千
四
百
円
」
を
「
三
万
四
千
五
百

円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
一
万
八
千
円
」
を
「
二
万
二
千

円
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
十
四
万
四
千
円
」
を
「
二
十
一
万

六
千
円
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

毎
年
八
月
一
日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に
お

け
る
令
第
十
四
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
年
間
の
高
額
療
養

費
に
相
当
す
る
額
の
算
定
に
係
る
高
額
療
養
費
算
定
基
準
額

四
十
一
万
円

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
九
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
心
身
障
害
者
の
医
療
費
の
助
成
に

関
す
る
条
例
施
行
規
則
第
五
条
の
二
の
規
定
は
、
令
和
九
年
八
月

以
後
の
月
分
の
療
養
に
係
る
医
療
費
の
助
成
に
つ
い
て
適
用
し
、

同
月
前
の
月
分
の
療
養
に
係
る
医
療
費
の
助
成
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

告

示

◉
東
京
都
告
示
第
千
六
十
八
号

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
（
昭
和
五
十
五
年
東
京
都
条
例
第
九

十
六
号
）
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
（
仮
称
）
Ｎ
Ｅ

Ｃ
府
中
事
業
場
整
備
計
画
に
つ
い
て
、
環
境
影
響
評
価
書
案
に
係
る

見
解
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

事
業
者
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地
日
本
電
気
株
式
会
社

取
締
役

代
表
執
行
役
社
長

兼

Ｃ
Ｅ
Ｏ

森
田

隆
之

港
区
芝
五
丁
目
七
番
一
号

二

対
象
事
業
の
名
称
及
び
種
類

（
仮
称
）
Ｎ
Ｅ
Ｃ
府
中
事
業
場
整
備
計
画

工
場
の
設
置

三

対
象
事
業
の
内
容
の
概
略

対
象
事
業
は
、
府
中
市
日
新
町
一
丁
目
に
位
置
す
る
計
画
地
に

お
い
て
、
老
朽
化
し
た
既
存
工
場
建
屋
群
の
建
替
え
を
行
う
も
の

で
あ
る
。

四

評
価
書
案
に
つ
い
て
提
出
さ
れ
た
主
な
意
見
及
び
そ
れ
ら
に
つ

い
て
の
事
業
者
の
見
解
の
概
要

対
象
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
段
階
関
係
市
長
か
ら
の
意
見
が
二

件
あ
り
、
意
見
の
内
容
は
、
大
気
汚
染
、
騒
音
・
振
動
、
電
波
障

害
及
び
そ
の
他
で
あ
っ
た
。

事
業
者
は
各
意
見
に
対
し
見
解
を
述
べ
て
お
り
、
そ
の
概
要
は

別
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

五

見
解
書
の
縦
覧

㈠

期
間

令
和
八
年
十
月
二
十
日
か
ら
同
年
十
一
月
九
日
ま
で
。
た
だ

し
、
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
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和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日
を
除
く
。

㈡

時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま
で

㈢

場
所

ア

府
中
市
生
活
環
境
部
環
境
政
策
課

府
中
市
宮
西
町
二
丁
目
二
十
四
番
地

府
中
市
役
所
「
お

も
や
」
三
階

イ

国
立
市
生
活
環
境
部
環
境
政
策
課

国
立
市
富
士
見
台
二
丁
目
四
十
七
番
一
号

ウ

東
京
都
環
境
局
総
務
部
環
境
政
策
課

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

東
京
都
庁
第
二
本
庁

舎
十
九
階

エ

東
京
都
多
摩
環
境
事
務
所
管
理
課

立
川
市
錦
町
四
丁
目
六
番
三
号

東
京
都
立
川
合
同
庁
舎

三
階
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◉
東
京
都
告
示
第
千
六
十
九
号

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律

第
三
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
電
線
共
同
溝
を
整

備
す
べ
き
道
路
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

路
線
名

都
道
杉
並
あ
き
る
野
線

二

指
定
す
る
区
間

あ
き
る
野
市
伊
奈
字
柴
木
千
四
十
番
一
地
先

か
ら
同
市
舘
谷
字
上
追
原
二
百
二
十
番
九
地

先
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
千
七
十
号

東
京
都
葬
儀
所
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
一
年
東
京
都
規
則
第

四
十
七
号
）
第
一
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
八
年
東
京

都
告
示
第
四
百
六
十
三
号
で
定
め
た
東
京
都
青
山
葬
儀
所
の
使
用
券

を
別
記
の
よ
う
に
改
め
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子
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公

告

東
京
都
知
事
表
彰
に
つ
い
て

東
京
都
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年

東
京
都
条
例
第
百
八
十
一
号
）
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八

年
十
月
二
十
日
に
表
彰
さ
れ
た
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

氏
名
又
は
名
称

事
績
の
概
要

【
青
少
年
健
全
育
成
功
労
者
】

木
切
倉

朗

細
川

聡

相
澤

夏
紀

青
少
年
を
健
全
に
育
成
す
る
た
め
に
多
年
に

わ
た
り
積
極
的
に
活
動
し
、
特
に
顕
著
な
功

績
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

西
村

紀
子

大
野

浩
一

田

信
之

稻
葉

勉

宮
田

貴
代
美

松
本

君
代

髙
島

七
重

双
川

歳
也

長
南

紀
子

唐
澤

弘
子

西
島

広
幸

新
垣

盛
達

山
崎

洋
子

横
山

和
彥

井
賀

眞
一
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日
髙

佐
和
子

芦
川

珠
美

三
瓶

千
里

柴
田

徹

田
崎

國
男

伊
藤

公
一

最
上

正
義

長
島

常
和

松
久

多
佳
子

藤
𣘺

初
美

大
舘

智
秋

村
木

正
明

渡
邉

秀
雄

加
藤

清
美

戸
髙

民
子

池
内

弘
子

池
田

泉

田
邊

一
成

青
木

仁

森
井

良
子

飯
野

英
雄

出
浦

郁
江

永
井

佳
代
子

石
田

操

藤

温
子

鈴
木

紀
子

馬
本

房
子

横
山

幸
子

加
茂
下

晴
美

尾
又

か
お
る

頓
所

正
子

中
村

信
雄

吉
田

善
博

西
館

彰
規

益
田

由
紀
江

飯
田

誠
次
郎

吉
田

綾
子

相
馬

佳
代
子

宮
﨑

健
司

遠
藤

孝
子

大
野

早
苗

佐
藤

美
代
子

古
谷

真
一
郎

【
青
少
年
健
全
育
成
功
労
団
体
】

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
東

京
都
第
七
十
五
団

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
東

京
都
第
七
十
六
団

青
少
年
を
健
全
に
育
成
す
る
た
め
に
多
年
に

わ
た
り
積
極
的
に
活
動
し
、
特
に
顕
著
な
功

績
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

も
み
の
木
少
年
団

UNICYCLE
CLUB

FUJIM
IDAI

【
模
範
青
少
年
】

中
川

莉
来

関
口

満
ち
る

和
田

唯
花

公
共
へ
の
奉
仕
や
青
少
年
の
指
導
な
ど
、
他

の
青
少
年
の
模
範
と
な
る
行
動
を
な
さ
い
ま

し
た
。

【
模
範
青
少
年
団
体
】

江
戸
川
区
子
ど
も
会

連
合
会

南
小
岩
支

部

公
共
へ
の
奉
仕
や
青
少
年
の
指
導
な
ど
、
他

の
青
少
年
の
模
範
と
な
る
行
動
を
な
さ
い
ま

し
た
。

町
田
市
子
ど
も
セ
ン

タ
ー
ま
あ
ち

子
ど

も
委
員
会

調
布
交
通
少
年
団

葛
西
交
通
少
年
団

赤
坂
消
防
少
年
団

立
川
消
防
少
年
団
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